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地理情報システムを活用した地域分析
佐賀大学大学院工学系研究科
准教授　猪八重　拓郎
　私が地理情報システム（Geographic Information 
System）（以下：GIS）に初めて出会ったのは今
から17年前の平成12年であった．そのころ私は修
士の１年生で，指導教員から面白そうなソフト
があるから使ってみたらどうかと言われ GIS の
ソフトを渡された．その当時，GIS は地図を作成
するソフトだというくらいの認識しかなく，研究
で使うことは全く考えていなかった．それに加え，
当時は GIS で使えるフリーのデータがほとんど
整備されておらず，また有償のデータは非常に高
価で入手困難であった．それ故，私は修士論文及
び博士論文においてほとんど GIS を活用するこ
とはなく研究を行っていた．
　私が実際に GIS を研究に活用するようになっ
たのは平成18年から佐賀大学低平地研究センター
及び佐賀大学低平地沿岸海域研究センターで研究
員をしていた 5 年間である．もともと私は多様な
ステークホルダー間の合意形成という人間の認知
を扱う分野のテーマで研究をしていたが，低平地
という地形的に特徴のある場所の研究を行うには
GIS を活用すべきだと思い，GIS を使った都市形
態解析の研究を始めた．また，このころになると，
国土地理院や総務省統計局から基盤的な電子地図
データや国勢調査などのセンサスデータが無償で
ダウンロードできるようになっており，日本中ど
この場所のデータも容易に入手できるようになっ
たことが GIS を活用した研究に取り組む大きな
きっかけとなった．
　さらに，平成19年に地理空間情報活用推進基本
法が施行され，社会的に地理情報の重要性が明確
に位置づけられた．また，この基本法の第 3 条
では「情報整備，人材育成，連携体制整備など
の施策について，総合的・体系的に実施するこ
と」，「GIS，衛星測位の両施策による地理空間情
報の高度活用の環境を整備することを目指すこ
と」，「信頼性の高い衛星測位によるサービスを，
安定して利用できる環境を整備すること」，「国土
の利用や整備等の推進，国民の生命や財産等の保
護，行政運営の効率化・高度化，国民の利便性の
向上，経済社会の活力の向上等に寄与する施策を
講じること」，「民間事業者の能力の活用，個人の
権利利益や国の安全等の保護に配慮して施策を講
じること」が必要であるとされている．
　私の専門分野は都市計画である．都市計画は
GIS が非常に活用されている分野の一つであるが，
その他多様な分野でも GIS を活用することがで
きる．大学の教員としては，特に GIS を活用で
きる人材育成という部分に力を入れていきたいと
考えている．また，地方創生の中で，GIS を用い
て地域の分析することは，地域の様々な施策や計
画を策定していく上で科学的根拠を与えることに
なるものと思われる．
　そこで今回の特集では，GIS を活用した地域分
析の研究成果を報告することで，GIS を用いてど
のようなことができるのか，また GIS を用いる
ことでどのように地域の様子を捉えることができ
るのか，その一端をご紹介したい．
